
石川工業高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 総合英語
科目基礎情報
科目番号 20077 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電子情報工学科 対象学年 3
開設期 後期 週時間数 2

教科書/教材
平賀正子・鈴木希明ほか（著）「be English Expression II」，いいずな書店編集部（編著）「be English Expression
II Workbook Orange（標準編）」，いいずな書店編集部（編著）「be English Expression II My English Portfolio」
，平賀正子（監修）鈴木希明（編著）「総合英語 be 3rd Edition」（以上，いいずな書店）

担当教員 マシュー フィン
到達目標
1. 基本的な英語を単文レベルで聞き取ることができる
2. 基本的な英語の文章の概要を聞いて把握することができる
3. 基本的な英作文ができる
4. モデル文などのヒントがあれば新しい表現を活用して英作文ができる
5. 英語で表現するための重要な文法項目を理解できる
6. 積極的な言語活動を通じて相互理解を図ることができる
7. 即興的なスピーキング活動を行うことができる
8. あらかじめ準備した英語を話すことができる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1, 2 基本的な英語を聞いて理解できる
。

基本的な英語を聞いておおむね理
解できる。

基本的な英語を聞いて理解できな
い。

評価項目3, 4 基礎的な英語を新しい表現を活用
しながら書くことができる。

基礎的な英語を新しい表現を活用
しながら書くことがおおむねでき
る。

基礎的な英語を新しい表現を活用
しながら書くことができない。

評価項目5 英語で表現するための重要な文法
項目を理解できる。

英語で表現するための重要な文法
項目をおおむね理解できる。

英語で表現するための重要な文法
項目を理解できない。

評価項目6, 7, 8 積極的な言語活動を通じて相互理
解を図ることができる。

積極的な言語活動を通じて相互理
解を図ることがおおむねできる。

積極的な言語活動を通じて相互理
解を図ることができない。

学科の到達目標項目との関係
本科学習目標 1 本科学習目標 3
教育方法等

概要

外国語の学習は，幅広い視点からの物の見方・考え方を身につけ，思考力を強化するのに役立つ。円滑なコミュニケー
ションを成り立たせるには，相手が伝えようとしている内容を理解しようと努めると同時に，視覚的・聴覚的な側面も
含め相手への伝え方を工夫する必要がある。本授業では，英語による総合的なコミュニケーション能力の向上を目指し
，自分の考えを表現し，意見の交換を容易にするための文法知識と表現力の基礎学力を養う。その過程でリスニング力
や読解力も身につけ，幅広い視点から自分を理解し，社会や環境に配慮できるようになることをめざす。

授業の進め方・方法
英語コミュニケーション力を養い，積極的に英語で自己表現を試みること。
【事前事後学習など】適宜，課題を課す。長期休業中に自習課題を与える。
【関連科目】英語講読Ⅰ，英語表現Ⅲ
【MCC対応】Ⅲ-B　英語, Ⅶ　汎用的技能, Ⅷ　態度・志向性（人間力）, Ⅸ　総合的な学修経験と創造的思考力

注意点
辞書を持参すること。応用力養成のため多読多聴図書（図書館蔵）を活用すること。
【評価方法・評価基準】
後期中間試験、学年末試験を実施する。成績の評価基準として50点以上を合格とする。
学年末：後期中間試験（30%），学年末試験（30%），課題・小テスト（40%）

テスト
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 Lesson 7 Convenience 身近な交通機関やコンビニエンスストアなどの利便性
について簡潔に説明することができる。

2週 Lesson 7 Convenience 形容詞の意味とはたらきを理解し，表したいことに応
じて活用・運用できる。

3週 Lesson 8 Feeling Happy 自分が幸せだと感じることについて，具体例を交えな
がらわかりやすく説明することができる。

4週 Lesson 8 Feeling Happy 形容詞のはたらきをするさまざまな句について理解し
，表したいことに応じて活用・運用できる。

5週 Lesson 9 Extracurricular Activities 部活動やボランティアの活動に関して，わかりやすく
説明することができる。

6週 Lesson 9 Extracurricular Activities 形容詞のはたらきをする節（関係詞節）について理解
し，表したいことに応じて活用・運用できる。

7週 Reviews Lesson 7 - Lesson 9 これまでに学んだ内容の理解を深め，学んだ表現を活
用・運用できる。

8週 Lesson 10 Japanese Customs 日本独特の慣習について，使われる場面や理由も含め
てわかりやすく説明することができる。

4thQ

9週 Lesson 10 Japanese Customs 副詞の意味とはたらきを理解し，表したいことに応じ
て活用・運用できる。

10週 Lesson 11 My Memories 思い出について具体的なエピソードを含めつつ，詳し
く説明することができる。

11週 Lesson 11 My Memories 副詞のはたらきをするさまざまな句について理解し
，表したいことに応じて活用・運用できる。



12週 Lesson 12 Mobile Devices スマートフォンなどの身近な電子機器について，自分
の意見を伝えることができる。

13週 Lesson 12 Mobile Devices 副詞のはたらきをするさまざまな節について理解し
，表したいことに応じて活用・運用できる。

14週 Reviews Lesson 11 - Lesson 12 これまでに学んだ内容の理解を深め，学んだ表現を活
用・運用できる。

15週 Course Wrap-up
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 人文・社会
科学 英語

英語運用の
基礎となる
知識

聞き手に伝わるよう、句・文における基本的なリズムやイントネ
ーション、音のつながりに配慮して、音読あるいは発話できる。 3

明瞭で聞き手に伝わるような発話ができるよう、英語の発音・ア
クセントの規則を習得して適切に運用できる。 3

中学で既習の語彙の定着を図り、高等学校学習指導要領に準じた
新出語彙、及び専門教育に必要となる英語専門用語を習得して適
切な運用ができる。

3

中学で既習の文法や文構造に加え、高等学校学習指導要領に準じ
た文法や文構造を習得して適切に運用できる。 3

英語運用能
力の基礎固
め

日常生活や身近な話題に関して、毎分100語程度の速度ではっき
りとした発音で話された内容から必要な情報を聞きとることがで
きる。

2

日常生活や身近な話題に関して、自分の意見や感想を基本的な表
現を用いて英語で話すことができる。 3

説明や物語などの文章を毎分100語程度の速度で聞き手に伝わる
ように音読ができる。 2

平易な英語で書かれた文章を読み、その概要を把握し必要な情報
を読み取ることができる。 2

日常生活や身近な話題に関して、自分の意見や感想を整理し、
100語程度のまとまりのある文章を英語で書くことができる。 2

母国以外の言語や文化を理解しようとする姿勢をもち、実際の場
面で積極的にコミュニケーションを図ることができる。 3

実際の場面や目的に応じて、基本的なコミュニケーション方略
(ジェスチャー、アイコンタクト)を適切に用いることができる。 3

英語運用能
力向上のた
めの学習

自分の専門分野などの予備知識のある内容や関心のある事柄に関
する報告や対話などを毎分120語程度の速度で聞いて、概要を把
握し、情報を聞き取ることができる。

2

英語でのディスカッション(必要に応じてディベート)を想定して
、教室内でのやり取りや教室外での日常的な質問や応答などがで
きる。

2

英語でディスカッション(必要に応じてディベート)を行うため、
学生自ら準備活動や情報収集を行い、主体的な態度で行動できる
。

2

母国以外の言語や文化を理解しようとする姿勢をもち、教室内外
で英語で円滑なコミュニケーションをとることができる。 2

関心のあるトピックや自分の専門分野のプレゼン等にもつながる
平易な英語での口頭発表や、内容に関する簡単な質問や応答など
のやりとりができる。

2

実際の場面や目的に応じて、効果的なコミュニケーション方略
(ジェスチャー、アイコンタクト、代用表現、聞き返しなど)を適
切に用いることができる。

2

分野横断的
能力

汎用的技能 汎用的技能 汎用的技能

他者とコミュニケーションをとるために日本語や特定の外国語で
正しい文章を記述できる。 2

他者が話す日本語や特定の外国語の内容を把握できる。 2
日本語や特定の外国語で、会話の目標を理解して会話を成立させ
ることができる。 3

円滑なコミュニケーションのために図表を用意できる。 2
円滑なコミュニケーションのための態度をとることができる(相
づち、繰り返し、ボディーランゲージなど)。 3

態度・志向
性(人間力)

態度・志向
性

態度・志向
性 他者のおかれている状況に配慮した行動がとれる。 3

評価割合
試験 課題・小テスト 合計

総合評価割合 60 40 100
基礎的能力 60 40 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0


